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研究成果の応用可能性
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 予測モデル構築は医療に限らず、経済、経営、工学など様々
な分野で重要視されている。本研究は統計情報を用いてリス
クモデルを構築したうえで将来予測を行うものである。

公衆衛生、環境衛生において患者数や死亡数を予測するこ
とは、予算や病床数、医療従事者の確保の面から重要である。
行政においては、新型コロナウイルス感染症初期段階で、医
療機関ベッド数やホテル部屋数確保に用いられた。また、数
理モデルを用いて専門家が新型コロナウイルス感染者数や死
亡数を示したことは記憶に新しい。

新型コロナウイルス感染症の感染者数・重症者数や、株価・
為替レートが予測できないように、「予測」は非常に不確実な
ものである。それは多数の要素を様々な仮定の上で実施する
ためであり、不確実なものを少しでも確実なものにするため
に、事前だけでなく事後の十分な検証が求められる。

現在は、環境衛生工学及び情報工学で培った経験をもと
に、過去実施された中皮腫の死亡数予測の検証と将来予測を
行っている。
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